
［
史
料
紹
介
】

『点
石
斎
画
報
』
に
見
え
る
科
挙
関
連
記
事

tw

の
l
　
r
威
風
堂
々
」

湯
　
城
　
吉
　
信

は
じ
め
に

　
『
点
石
斎
画
報
』
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
商
人
の
ア
ー
ネ
ス
ト
．

メ
イ
ジ
ャ
ー
ら
が
上
海
で
経
営
し
て
い
た
申
報
館
か
ら
一
八
八
四

年
に
創
刊
さ
れ
た
画
報
で
あ
る
。
一
八
九
八
年
に
終
刊
す
る
ま

で
、
原
則
陰
暦
で
毎
月
六
の
つ
く
日
に
発
売
さ
れ
て
い
た
（
一
回

八
図
、
全
五
二
八
号
）
。
様
々
な
絵
師
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
絵
入

り
新
聞
で
あ
り
、
内
容
は
、
社
会
情
勢
や
科
学
か
ら
世
間
で
の
事

件
や
妖
怪
等
三
面
記
事
的
内
容
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ

ハぽ
　

た
o

　
『
点
石
斎
画
報
』
の
名
は
、
申
報
館
付
設
の
印
刷
所
「
点
石
斎

石

印
書
局
」
に
基
づ
く
（
途
中
か
ら
申
報
館
を
離
れ
る
）
。
印
刷

所
の

「点
石
斎
」
は
、
直
接
的
に
は
点
石
が
石
印
印
刷
技
術
を
意

味
す

る
こ
と
に
よ
る
が
、
「
石
を
点
じ
て
金
と
成
す
（
点
石
成
金
）
」

と
い
う
成
語
の
含
意
も
あ
ろ
う
。

　
F
点
石
成
金
」
は
「
点
鉄
成
金
」
と
も
言
い
、
も
と
も
と
は
、

仙
人
が
錬
金
術
で
石
や
鉄
を
黄
金
に
変
え
た
こ
と
を
言
い
、
後
、

F不
十

分

な
文
章
に
手
を
入
れ
て
立
派
な
文
章
に
す
る
」
こ
と
を

意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
『
点
石
斎
画
報
通
検
』
に
よ
れ
ば
、
『
点
石
斎
画
報
』
に
は
科
挙

関
係
の
記
事
が
二
百
十
七
則
あ
る
。
筆
者
は
そ
の
中
、
三
十
則
ほ

ど
を
取
り
上
げ
順
次
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
回

は

そ
の
一
回
目
と
し
て
、
六
則
を
紹
介
し
た
い
。

　
惰
代
に
始
ま
り
清
朝
ま
で
続
い
た
科
挙
は
、
一
九
〇
五
年
に
つ

い

に
そ
の
終
わ
り
を
迎
え
る
。
『
点
石
斎
画
報
』
は
ち
ょ
う
ど
そ

の
終
焉
期
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
科
挙
が
行
わ
れ
て
い
る
同
時
代
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の

記
録

と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
『
点
石
斎
画
報
』
は
そ
の
画
が
高

v
評
価
さ
れ
て
い
る
。
『
点
石
斎
画
報
』
は
写
真
で
は
な
く
、
場

面

を
正
確
に
描
写
し
た
も
の
で
も
な
く
、
あ
く
ま
で
「
イ
メ
ー
ジ

図
」
で
あ
る
が
、
当
時
の
人
が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
今

回
は
、
科
挙
の
荘
厳
さ
を
伝
え
る
記
事
を
六
則
紹
介
し
た

い
o
実
際
の
科
挙
の
様
子
を
伝
え
る
の
が
目
的
な
の
で
主
眼
は
画

に
あ
る
。
①
か
ら
⑥
は
試
験
が
行
わ
れ
る
順
番
に
並
べ
た
。
た
だ

し
、
②
と
⑤
は
殿
試
（
中
央
で
の
最
終
試
験
）
に
関
す
る
記
事
で

あ
り
、
そ
の
他
は
郷
試
（
各
地
方
で
の
試
験
）
に
関
す
る
記
事
で

あ
る
点
は
注
意
さ
れ
た
い
。
郷
試
は
、
地
方
の
貢
院
（
試
験
会

場
）
で
独
房
の
よ
う
な
号
舎
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
行
わ
れ
た
（
参

考
画
像
2
，
3
参
照
）
。

　
以

下
、
題
名
の
後
の
カ
ッ
コ
内
の
年
月
日
は
、
各
記
事
の
発
行

年
月
日
で
あ
る
（
『
点
石
斎
画
報
通
検
』
に
よ
る
）
。
文
章
の
後
に

あ
る
「
閑
章
」
と
は
印
章
の
形
で
一
言
コ
メ
ン
ト
を
添
え
る
も
の

で
あ
る
（
解
読
は
『
点
石
斎
画
報
全
文
校
点
』
に
よ
る
）
。
原
文

の
句
読
点
は
、
『
点
石
斎
画
報
全
文
校
点
』
を
参
考
に
適
宜
改
め
、

す
べ
て
日
本
式
句
読
点
に
改
め
た
。

【注
】
『
点
石
斎
画
報
』
に
つ
い
て
は
、
葉
漢
明
、
蒋
英
豪
、
黄
永

松
編
『
点
石
斎
画
報
通
検
』
代
序
「
『
点
石
斎
画
報
』
与
文
化
史

研
究
」
、
馬
光
仁
編
『
上
海
新
聞
史
二
八
五
〇
⊥
九
四
九
）
』
第

一
章
第
⊥
ハ
節
三
「
『
申
報
』
館
的
五
大
附
属
出
版
物
」
が
詳
し
い
o

①
「
進
呈
題
目
」
（
問
題
を
奉
る
）
（
戊
集
、
大
可
堂
版
二
－
一
六
四
、
一

八
八

五
・
1
o
・
二
三
（
光
緒
十
一
年
乙
酉
科
）
）

＊
順
天
府
の
様
子
。
試
験
問
題
が
御
輿
に
載
せ
て
運
ば
れ
る
様

子
o＊

堂
の
軒
下
に
は
「
天
開
文
運
」
の
文
字
が
見
え
る
。

【原
文
】
順
天
為
皇
畿
、
故
畢
行
郷
試
、
一
切
典
禮
較
各
直
省
尤

為
崇
閥
。
題
目
本
係
欽
定
、
將
四
書
折
一
角
、
交
軍
機
庭
傳
送
貢

院
。
主
考
即
於
摺
角
之
書
頁
内
公
同
酌
議
、
刊
頒
各
號
士
子
。
其

五
経
、
詩
、
策
等
題
、
亦
如
之
。
毎
場
放
頭
牌
時
、
監
臨
官
朝
衣

朝
冠
、
將
題
目
用
黄
鍛
封
巻
、
高
托
至
龍
門
口
、
恭
置
黄
亭
中
、

｛橿
偶
W
沃
一
軍
機
械
進
口
王
御
覧
。
　
鉦
曲
ハ
拍
圧
々
、
　
諮
欺
蝉
堺
哉
。

　
　
閑
章
「
為
國
録
賢
」

【大
意
】
順
天
府
（
現
北
京
市
）
は
天
子
の
お
膝
元
で
あ
り
、
郷

試
を
実
施
す
る
際
も
、
す
べ
て
の
儀
式
が
他
省
に
比
べ
盛
大
に
執
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寧
汲
迫

工
．
畠
え
咋
x
轟

旦
匡
ヰ
違

m
え
跨
●
者
斬
’
角

A
写
戚

定
時
ユ
言
虻
・
吟

叶
K
増
＾

’
＾

苫
‘
t
ツ
司
溺

●
．
刊
巧

エ
キ
ナ
ナ
メ
オ
せ
け

書
口
鶴

譲
肩
背

漂ジ
L

昔
苧
4

嘗
‘
．

惑
．
堪
．

霧鷲1〔三可w
一罫t’f’I」・　　　　　　　　　　　　ロ　　　　ド　　　　　 　づ

　ロ

三
ふ
蔀

　　　　　　　　　　　　　　　　　
梁

（試
験
場
）
に
送
ら
れ
、
主
任
試
験
官
ら
が
折
ら
れ
た
頁
を
合
同

で
協
議

し
、
そ
の
後
受
験
生
へ
と
配
布
さ
れ
た
。
五
経
や
詩
策
な

ど
の
問
題
も
同
様
で
あ
る
．
。
試
験
の
度
に
、
試
験
監
督
は
正
装

し
、
問
題
を
黄
色
い
椴
子
で
包
み
、
高
く
掲
げ
て
宮
門
に
持
っ
て

い

き
、
黄
亭
に
置
き
、
軍
機
処
に
運
ば
れ
て
、
皇
帝
の
御
覧
に
呈

し
た
。
あ
あ
、
な
ん
と
盛
大
な
こ
と
よ
。

　
　
（
「
国
の
た
め
に
賢
人
を
登
用
す
る
」
）

【注
】
○
放
頭
牌
　
科
挙
で
は
、
解
答
用
紙
を
提
出
し
た
受
験
生

は
、
三
十
人
ず
つ
退
出
し
た
u
最
初
に
受
験
生
を
退
出
さ
せ
る
こ

と
を
「
放
頭
牌
」
と
称
し
た
．
、

【解
説
】
王
道
成
『
科
挙
史
話
』
五
〇
頁
に
「
順
天
貢
院
全
図
」

が
見
え
る
（
配
置
は
参
考
画
像
4
の
広
東
貢
院
と
同
様
で
あ
る
）
。

ま
た
、
同
書
五
六
頁
に
よ
れ
ば
、
皇
帝
が
試
験
問
題
を
欽
定
し
た

の

は

順
天

府
だ
け
で
あ
る
，
な
お
、
科
挙
は
コ
ニ
歳
一
挙
」
と

言
っ
て
、
三
年
に
一
度
行
わ
れ
た
（
子
・
卯
・
午
’
酉
の
年
に
郷

試
、
丑
・
辰
・
未
・
戌
の
年
に
会
試
と
殿
試
）
。

り
行
わ
れ
た
。
試
験
問
題
は
天
子
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
四
書
の
一
　
②
「
恭
応
考
差
」
（
試
験
官
拝
命
）

角
を
折
り
、
軍
機
処
（
皇
帝
直
属
の
秘
書
機
関
）
に
渡
さ
れ
貢
院
　
　
八
八
・
六
・
一
五
（
戊
子
科
）
）

〔寅
集
、
大
可
堂
版
五
－
六
八
、
一
八
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＊
紫
禁
城
の
保
和
殿
で
行
わ
れ
た
殿
試
の
様
子
。

＊
殿
試
の
机
は
、
馬
金
科
主
編
『
中
国
考
試
史
文
献
集
成
』
巻
九

（図
片
）
三
同
等
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
一
五
〇
頁
に
画
像

が
見
え
る
。
装
飾
が
全
く
な
い
極
め
て
簡
素
な
座
卓
で
あ
る
E
J

【原
文
】
毎
逢
大
比
之
年
、
欽
放
各
直
省
試
官
、
例
於
敷
月
前
、

恭
雁
殿
廷
考
試
、
然
後
候
旨
簡
放
、
所
以
昭
慎
重
也
、
本
届
戊
子

科
畢
行
郷
試
、
在
京
各
官
、
由
正
途
出
身
例
得
與
考
者
、
均
於
四

月
十
四
日
赴
内
閣
鮎
名
、
十
五
日
黎
明
整
粛
衣
冠
、
齊
集
保
和
殿

慮
試
。
封
天
人
三
策
、
文
章
高
華
國
之
才
、
歩
日
影
八
甑
、
春
雅

表
詞
臣
之
度
。
憶
昔
風
蒼
辛
苦
、
曾
僥
書
璃
三
條
、
即
今
星
陛
廣

蝿
、
同
詠
寛
裳
一
曲
。
我
國
家
右
文
造
士
、
規
制
掲
隆
。
將
持
玉

尺
以

量
材
、
先
楓
金
壷
而
麗
翰
。
行
見
木
犀
香
裏
、
棘
院
宏
開
、

泳
鑑
高
懸
、
得
人
構
成
皿
、
以
副
聖
天
子
籠
俊
闘
門
之
雅
意
焉
。
山
豆

不
慾
與
。
　
　
閑
章
「
簡
在
帝
心
」

【大
意
】
科
挙
の
年
に
な
る
と
、
（
試
験
の
）
数
ヶ
月
前
に
各
省
の

試
験
官
が
任
命
さ
れ
、
殿
試
に
応
じ
、
そ
の
後
、
御
意
を
待
っ
て

選

出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
慎
重
に
選
抜
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め

で

あ
る
。
今
回
、
光
緒
十
四
年
（
1
八
八
八
年
）
、
郷
試
が
実
施

さ
れ
（
戊
子
科
）
、
在
京
の
各
官
僚
は
、
正
式
ル
ー
ト
（
＊
会
試

乙

丑
科
（
一
八
八
九
年
）
）
で
試
験
を
受
け
る
者
は
、
全
員
、
四

月
十
四
日
に
内
閣
で
点
呼
を
行
い
、
十
五
日
早
朝
に
正
装
し
、
保

和
殿

に
集
合
し
、
試
験
を
受
け
た
。
天
子
の
策
問
に
答
え
る
は
、
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文
章
に

長

け
た
国
を
担
う
人
材
、
翰
林
院
の
役
人
と
な
り
、
見
事

な
上
奏
文
を
奉
る
（
＊
美
辞
麗
句
を
並
べ
、
試
験
も
し
く
は
合
格

後
の
厳
か
な
様
子
を
煩
え
る
）
。
昔
は
苦
労
し
て
勉
強
し
、
今
、

こ
の
よ
う
な
光
栄
に
預
か
っ
て
い
る
。
我
が
国
が
、
文
教
を
重
ん

じ
、
厳
格
に
人
材
を
選
抜
し
、
（
＊
以
下
も
美
辞
麗
句
を
並
べ
、

人
材
登
用
の
様
子
を
称
え
る
）
天
子
様
が
賢
人
を
選
抜
し
よ
う
と

さ
れ
る
意
に
お
答
え
す
る
の
で
あ
る
。
な
ん
と
す
ば
ら
し
い
こ
と

で
は

な
い
か
。
　
　
（
「
選
抜
は
天
子
の
御
心
の
ま
ま
に
」
）

【注
】
○
正
途
　
清
代
の
官
吏
は
、
科
挙
を
受
験
す
る
こ
と
に
よ

り
登
用
さ
れ
る
「
正
途
」
と
、
献
金
や
功
績
に
よ
り
登
用
さ
れ
る

r異
途
」
が
あ
っ
た
。
○
天
人
三
策
　
『
漢
書
』
「
董
仲
紆
伝
」
に
、

武
帝
が
董
仲
箭
を
登
用
し
た
際
に
、
董
仲
紆
が
武
帝
に
答
え
た
と

さ
れ
る
策
。
儒
教
を
重
視
す
る
こ
と
を
述
べ
た
。
○
日
影
八
甑

「花
醇
」
は
模
様
の
あ
る
陣
　
（
レ
ン
ガ
）
。
唐
代
に
は
（
文
芸
を
掌

る
）
翰
林
院
の
建
物
の
前
に
は
「
花
碑
道
」
が
あ
り
、
学
士
は
、

太

陽
の
影
が
五
碑
の
所
に
来
た
時
が
仕
事
を
始
め
る
時
間
に
な
っ

て

い

た
。
そ
れ
に
対
し
、
李
程
は
日
影
が
八
碑
を
過
ぎ
て
よ
う
や

v
登
庁
し
た
の
で
、
人
は
彼
を
「
八
碑
学
士
」
と
称
し
た
（
唐
・

李
肇
『
翰
林
志
』
「
北
廉
前
花
博
道
、
冬
中
日
及
五
博
爲
入
直
之

候
。
李
程
性
獺
好
晩
入
、
恒
過
八
博
乃
至
。
衆
呼
爲
八
博
學

士
o
」
）
o
後
、
翰
林
院
に
就
職
す
る
こ
と
を
「
八
花
碑
」
と
言
う

よ
う
に
な
っ
た
。
○
詞
臣
　
翰
林
な
ど
、
文
学
で
仕
え
る
臣
下
。

o
風
蒼
　
科
挙
の
試
験
会
場
を
指
す
。
〇
三
條
燭
　
唐
代
の
科
挙

で

は
、
夜
間
は
燭
を
三
本
だ
け
灯
す
こ
と
が
許
さ
れ
た
こ
と
を
指

す
。
○
廣
麗
　
「
コ
ウ
ヨ
ウ
」
。
連
続
す
る
様
。
○
玉
尺
　
人
材
を

選

び
、
詩
文
を
評
価
す
る
基
準
を
喩
え
る
。
○
棘
院
　
科
挙
の
試

験
会

場
。
古
代
の
試
験
会
場
で
、
問
題
が
起
き
な
い
よ
う
に
い
ば

ら
で
囲
ん
だ
こ
と
に
よ
る
（
『
旧
五
代
史
』
巻
一
二
七
「
周
書
」

十
八
「
和
凝
伝
」
「
貢
院
旧
例
、
放
膀
之
日
、
設
棘
於
門
及
閉
院

門
、
以
防
下
第
不
逞
者
」
）
。
○
泳
鑑
　
明
察
を
喩
え
る
。
○
簾
俊

賢
人
を
求
め
る
。
○
闇
門
　
『
書
経
』
「
舜
典
」
の
「
聞
四
門
、
明

四

目
、
達
四
聰
」
（
孔
伝
「
開
聞
四
方
之
門
未
開
者
、
広
致
衆
賢
」

に
基
づ
く
。
後
、
「
闇
門
」
で
広
く
賢
人
を
求
め
る
こ
と
を
言
う
。

③

「仙
蝶
徴
祥
」
（
吉
兆
の
蝶
）
（
卯
集
、
大
可
堂
版
五
－
四
o
、
八

八
r
〈
・
1
0
・
1
　
（
戊
子
科
）
）

＊
江
南
監
考
（
試
験
総
監

に

入

場
す
る
様
子
。

）
が
威
風
堂

々
と
貢
院
（
試
験
会
場
）
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＊
先
頭
の
試
験
官
の
団
扇
に
は
「
監
臨
」
の
文
字
が
、
二
人
目
の

団
扇
に
は
「
提
調
」
の
文
字
が
見
え
る
．
、
商
術
塗
『
清
代
科
挙
考

試
述
録
及
有
関
著
作
』
に
よ
れ
ば
、
郷
試
の
場
官
は
監
臨
が
ト
ッ

Jぽ
謬
；
ー
…
一
ジ

　
ト
お
ド
ご
ド
び
リ
ヰ
び
リ
コ
ポ

剤3
劃
…
】
て
三
ξ
ご
バ
、

M
　
，
L
t
　
1
“
‘
望
÷
．
．
し
只
嚢
幸
　
　
　
・
、
r

，
l．
一

S
入
z
；
童
ミ
島
甘
曳
亨
壬
三
古
s
・
v
．
S

下

w“
三
w
量
故
ま
議
女
安
　
　
　
．

乏
　
η
萌
追
淫
ぷ
ミ
旦
ぜ
ぜ
ー
さ
但
釈

問
．
μ
s
－
、
耗
膓
w
　
　
　
己

ぽニ
ら
ロ
　
こ
ぷ
シ
ニ
ゆ
ぱ
き
ノ
ェ
ぷ
ン

ま
さ
ゴ
ベ
ユ
え
ス
パ
ぼ

藷
惑
顯
、
。
，
鹿
議

lt

W
ド
：
5
蒼
．
矛
妻
．
亘
誌
工
r
貞
ぷ
　
ら

控
洋
嘗
き
鏡
－
　
　
簗

　
　
　
ψ
マ
　
　
　
ヨ

es　　≧睾・

羅誉　［ll　l

藷
馨
饗
乏
擁
只

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
t
u
／
”
匠

聾慰

甕菱灘
，

迫

‘
珊
議

薦
璽

プ

で
そ

の

下

に
監
試
と
提
調
が
い
た
（
同
書
四
四
頁
）
．
、
江
南
貢

院
の
監
臨
は
、
江
蘇
、
安
徽
巡
撫
が
交
代
で
担
当
し
た
（
同
書
一

O
l
頁
）
。
試
験
会
場
の
建
物
（
屋
根
は
切
妻
に
描
か
れ
る
が
実

際
は

片
流
れ
屋
根
で
あ
る
）
に
見
え
る
文
字
は
『
千
字
文
』
（
「
鳴

鳳
在
樹
、
白
駒
食
場
、
化
被
草
木
、
頼
及
万
方
」
）
に
基
づ
く
。

千
字
文
が
号
舎
の
番
号
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

【原
文
】
院
撫
陳
大
中
丞
、
原
籍
儀
徴
、
監
臨
江
南
閨
事
、
棘
院

宏
開
、
梓
郷
榮
萢
、
誠
佳
話
焉
。
初
六
日
、
送
両
主
試
入
簾
。
是

日
天
氣
晴
和
、
雲
光
髪
鍵
。
中
丞
駕
及
至
公
堂
、
忽
見
有
讐
蝶
從

空
飛

下
、
采
羽
副
躍
、
随
風
瓢
舞
、
旋
緩
緩
向
明
遠
棲
而
去
。
見

者
皆
引
為
佳
兆
、
預
卜
秋
榜
中
人
、
必
將
有
探
花
上
苑
者
。
而
或

者

日
、
「
江
南
為
人
文
淵
藪
、
鼎
甲
之
選
、
不
絶
干
科
。
箸
仙
杏
、

宴
項
林
、
本
意
中
事
。
彼
小
小
之
飛
最
、
其
來
也
適
逢
其
會
、
何

必
擦
以
占
科
第
哉
．
」
是
論
也
亦
頗
得
膿
、
特
微
嫌
其
熱
風
景
耳
．
．

　
　
閑
章
「
倦
乎
倦
乎
」

【大
意
】
安
徽
省
の
巡
撫
陳
大
中
丞
は
、
本
籍
は
儀
徴
で
あ
っ
た

が
、
江
南
の
試
験
総
監
督
と
な
り
、
試
験
会
場
の
門
が
開
か
れ
、

故
郷
に

錦

を
飾
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
本
当
に
よ
い
話
だ
。
六

［
ロ

に
、
二
人
の
試
験
総
監
督
が
試
験
会
場
に
お
入
り
に
な
っ
た
。
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こ
の
日
、
天
気
は
う
ら
ら
か
で
、
雲
が
た
な
び
い
て
い
た
。
中
丞

が
輿
に

乗
っ
て
至
公
堂
に
着
く
と
、
突
然
、
一
対
の
蝶
が
空
か
ら

下

り
て
き
た
。
美
し
い
羽
を
風
に
随
っ
て
ひ
ら
ひ
ら
と
羽
ば
た
か

せ
、
ゆ
っ
v
り
と
明
遠
楼
の
方
に
去
っ
て
行
っ
た
。
見
た
人
は
み

な
瑞
祥
だ
と
し
、
秋
の
試
験
の
合
格
者
に
は
き
っ
と
探
花
（
第
三

位
、
こ
こ
で
は
優
秀
な
成
績
で
合
格
す
る
者
を
言
う
か
）
で
皇
帝

に

お

目
見
え
で
き
る
者
が
あ
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
た
。
一
方
、
以

下
の

よ
う
に
も
言
う
者
も
い
た
。
江
南
は
人
材
を
輩
出
す
る
土
地

で

あ
り
、
優
秀
な
成
績
で
合
格
す
る
者
は
常
に
い
る
。
合
格
不
合

格
は

宮
廷
内
の
事
だ
。
こ
の
よ
う
な
虫
が
飛
ん
で
き
た
の
は
た
ま

た
ま
な
の
に
、
ど
う
し
て
試
験
の
予
兆
と
で
き
よ
う
か
、
と
。
こ

の
意
見
は

す
こ
ぶ
る
も
っ
と
も
だ
が
、
い
さ
か
か
興
ざ
め
な
（
風

流

を
解
さ
な
い
）
点
が
残
念
だ
（
嫌
い
が
あ
る
、
惜
し
ま
れ
る
）
o

　
　
（
r
ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
」
）

【注
】
○
陳
大
中
丞
　
陳
舞
（
字
は
六
舟
、
号
は
聴
軒
、
一
八
二

七

～
1
八
九
〇
）
の
こ
と
（
『
清
代
職
官
年
表
』
「
巡
撫
年
表
」
一

七

二
八
頁
）
。
○
入
簾
　
科
挙
に
お
い
て
、
試
験
官
が
試
験
会
場

に
入
る
こ
と
を
「
入
簾
」
と
言
っ
た
。
○
至
公
堂
　
試
験
会
場
の

大
堂

（
参
考
画
像
2
、
4
参
照
）
。
○
明
遠
棲
　
至
公
堂
の
前
に

あ
る
高
楼
。
不
正
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
試
験
会
場
を
監
視
し
た

（参
考
画
像
2
、
4
参
照
）
。
○
鼎
甲
　
科
挙
の
状
元
（
第
一
位
）
、

榜
眼

（第
二
位
）
、
探
花
（
第
三
位
）
の
総
称
。
鼎
が
三
本
足
な

の
に

基
”
o
　
v
O
　
O
探
花
　
探
花
と
は
唐
代
の
風
習
で
最
年
少
の
進

士

二

人
が
長
安
城
中
の
名
花
を
探
し
て
報
告
を
行
っ
た
故
事
に
由

来

す
る
。
○
管
仙
杏
宴
壇
林
　
「
桂
林
杏
苑
」
は
成
語
で
、
郷
試

と
会
試
を
指
す
。
郷
試
は
旧
暦
八
月
に
行
わ
れ
、
合
格
し
た
こ
と

を
「
折
桂
」
と
称
し
、
一
方
、
会
試
は
旧
暦
三
月
に
行
わ
れ
、
合

格

を
「
探
杏
」
と
称
し
た
こ
と
に
基
づ
く
（
『
儒
林
外
史
』
第
四

十

二

回
「
桂
林
杏
苑
、
空
成
魂
夢
之
遊
二
本
作
「
空
事
拾
芥
之

心
」
、
又
一
本
作
「
空
多
夢
想
之
芳
」
）
。
虎
闇
龍
争
、
又
見
戦
征

之
事
。
」
）
。

【解
説
】
華
々
し
い
試
験
官
の
入
場
を
描
写
す
る
が
、
試
験
官
は

貢

院
に
入
る
と
審
査
が
終
了
す
る
ま
で
こ
こ
に
閉
じ
込
め
ら
れ

た
。④

「南
聞
放
榜
」
（
江
南
貢
院
の
合
格
発
表
＝
石
集
、
大
可
堂
版
八
－

二

二
七
、
一
八
九
一
・
一
（
）
・
二
八
（
辛
卯
科
）
）

＊
江
南
貢
院
の
合
格
発
表
の
様
子
。
江
南
貢
院
は
南
京
に
あ
り
、
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中
国
最
大
の
科
挙
試
験
場
で
あ
っ
た
。
合
格
発
表
は
大
き
な
省
で

は
、
旧
暦
の
九
月
五
日
頃
行
わ
れ
た
。

＊
門
に
は
「
猿
門
」
、
看
板
に
は
「
江
寧
府
正
堂
」
、
合
格
掲
示
板

に
は
「
江
南
郷
試
題
名
全
録
」
と
あ
り
、
補
欠
も
含
め
合
格
者
名

が
ち
ゃ
ん
と
読
め
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（
【
解
説
】
参
照
）
。

＊
合
格
発
表
の
掲
示
板
の
右
に
は
龍
が
、
左
に
は
虎
が
描
か
れ
て

い

る
た
め
、
こ
の
合
格
発
表
掲
示
板
を
「
龍
虎
榜
（
略
称
「
虎

榜
」
）
」
と
言
っ
た
。
発
表
日
も
寅
や
辰
の
日
で
あ
っ
た
。

【原
文
】
江
南
郷
試
、
合
上
下
江
為
一
棚
、
考
生
毎
多
至
二
萬
鹸

人
。
故
其
放
榜
、
亦
較
他
省
為
狗
遅
。
本
届
辛
卯
正
科
、
　
朝
廷

特
簡
金
静
階

閣
學
、
李
木
齊
太
史
、
入
閨
典
試
。
呈
進
各
巻
、
當

経
十

八
房

同
考
官
悉
心
校
閲
、
凡
有
傑
構
、
無
不
．
顎
若
、
而
雨
主

試
又

復
鑑
空
衡
平
、
不
遺
飴
力
、
始
得
如
額
取
中
、
殿
以
副
車
。

填
榜
既
畢
、
業
於
本
月
二
十
一
日
掲
暁
。
一
時
泳
壼
朗
鑑
、
文
章

詩

策
取
其
全
、
金
榜
宏
開
、
姓
氏
里
居
傳
其
盛
。
千
門
萬
戸
走
馬

争

看
者
、
無
不
昂
首
翅
足
、
㊨
然
而
煩
口
、
「
是
　
聖
天
子
輪
才

之
盛
大
、
主
考
取
士
之
公
也
。
」
酪
與
休
哉
。

　
　
閑
章
「
窯
皿
賜
」
「
及
第
」

【大
意
】
江
南
の
郷
試
は
、
上
江
と
下
江
（
上
江
‖
安
徽
、
下
江

＝
江
蘇
）
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
試
験
会
場
と
し
、
受
験
生
は
毎

回
、
二
万
人
余
り
に
登
っ
た
o
そ
こ
で
、
合
格
発
表
は
他
省
に
比

べ
て

遅
か
っ

た
。
今
回
、
光
緒
十
六
年
（
一
八
九
1
年
）
の
正
科
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（正
式
ル
ー
ト
）
で
は
、
朝
廷
は
金
静
階
閣
学
・
李
木
斉
太
史
を

選

び
、
会
場
に
入
り
試
験
を
監
督
さ
せ
た
。
解
答
用
紙
を
進
呈

し
、
十
八
房
の
試
験
官
に
よ
る
慎
重
な
採
点
を
経
て
、
優
れ
た
答

案
が
あ
れ
ば
必
ず
推
挙
し
、
両
監
督
官
も
公
正
に
審
査
す
る
の
に

余
力
な
く
、
よ
う
や
く
合
格
定
員
を
満
た
し
、
最
後
に
補
欠
を
決

め

た
。
合
格
発
表
の
掲
示
板
を
書
き
終
え
、
す
で
に
本
月
（
九

月
）
1
1
十
1
日
（
＊
西
暦
十
月
二
十
三
日
）
に
合
格
発
表
し
た
。

優
秀
な
人
材
、
優
れ
た
文
章
、
詩
、
対
策
文
（
解
答
の
こ
と
）
は

み

な
取
り
上
げ
ら
れ
、
合
格
発
表
が
行
わ
れ
る
と
人
々
は
そ
の
盛

ん

な
様
子
を
称
え
た
。
大
勢
の
見
物
人
は
、
み
な
首
を
伸
ば
し
つ

ま
先
立
ち
、
「
天
子
様
の
人
材
採
用
は
何
と
盛
大
で
、
試
験
官
は

何
と
公
正
な
こ
と
よ
」
と
称
え
合
っ
た
。
二
み
な
合
格
を
賜
う
」
）

【校
勘
】
○
天
子
拾
才
之
盛
大
，
主
考
　
『
全
文
校
点
』
は
「
天
子

論
才
之
盛
，
大
主
考
」
と
句
読
を
切
る
が
改
め
た
。

【注
】
〇
一
棚
　
一
場
。
棚
は
「
考
棚
」
（
試
験
ブ
ー
ス
）
（
参
考

画
像
3
参
照
）
を
指
す
。
○
放
榜
　
合
格
発
表
。
○
鑑
空
衡
平

公

正

に
判
断
す
る
こ
と
。
○
金
静
階
　
金
保
泰
（
字
は
忠
甫
）

（
『清
代
職
官
年
表
』
「
郷
試
考
官
年
表
」
二
九
八
六
頁
）
。
○
李
木

齊
李
盛
鐸
（
字
は
椒
微
、
号
は
木
斎
、
一
八
五
八
～
一
九
三

五
）
。
○
顎
春
　
賢
人
を
推
挙
す
る
こ
と
。
漢
・
孔
融
「
薦
禰
衡

表
」
（
『
文
選
』
巻
三
七
）
「
鷲
鳥
累
百
、
不
如
一
顎
、
使
衡
立
朝
、

必
有
可
観
」
に
基
づ
く
。
○
泳
壼
　
氷
を
入
れ
た
玉
壼
。
清
廉
な

こ
と
の
喩
え
。

【解
説
】
画
の
合
格
者
掲
示
板
に
は
、
全
百
四
十
五
名
の
合
格
者

の

氏
名
（
附
出
身
地
）
が
書
か
れ
て
お
り
、
左
に
は
、
補
欠
（
「
副

榜
」
）
二
十
二
名
の
氏
名
（
附
出
身
地
）
が
見
え
る
。
筆
者
が
、

一
八
九
一
年
一
〇
月
二
六
日
『
申
報
』
の
合
格
者
名
簿
と
対
照
し

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
氏
名
は
実
際
通
り
で
あ
る
。
た

だ
、
興
味
深
い
の
は
、
1
0
月
二
三
日
『
申
報
』
に
見
え
る
合
格

者
の

速
報

は
、
記
者
が
写
し
取
り
電
報
で
送
っ
た
も
の
で
あ
る
た

め
、
所
々
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
間
違
い
が
あ
ろ

う
と
も
速
報
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
合
格

者
の
人
数

は
、
省
の
格
に
よ
り
多
寡
が
あ
り
、
順
天
府
が
一
番
多

V
（
順
S
g
l
l
年
　
（
1
六
四
五
年
）
の
数
は
一
六
八
人
）
、
貴
州
が

最
少

（
同
上
の
数
は
四
〇
名
）
で
あ
っ
た
（
『
大
清
会
典
事
例
』

巻
三
四

八

「
礼
部
・
貢
挙
」
）
．
、

合
格
者
名
（
附
出
a
s
地
）
I
r
孫
多
捷
寿
州
、
陳
希
濠
元
和
、
魏
家
騨
（
速
報
は
「
騨
」

に

誤

る
）
江
寧
、
醇
臨
正
武
進
、
沈
維
賢
華
亭
、
陳
樹
屏
望
江
、
夏
日
埼
（
速
報
は
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r
現
」
に
誤
る
）
嘉
定
、
王
承
藻
（
速
報
は
「
藩
」
）
蘇
州
、
魯
洋
林
懐
（
速
報
は

r江
」
に
誤
る
）
寧
、
…
徐
旭
望
江
、
李
組
紳
武
進
、
程
輔
塀
太
平
、
圧
文
博
常
州
」

r副
榜
（
補
欠
）
二
「
飽
鳴
謙
池
州
、
属
蓉
青
儀
徴
、
沈
宗
爽
鎮
江
、
韓
之
錦
懐
寧
、

　
　
　
　
　
～
劉
邦
霧
如
皐
」
）

〔参
考
画
像
〕

1
，
「
江
南
貢
院

外

東
西
韓
門
」

（
商
術
塗
『
清
代

科
挙
考
試
述
録
及

有
関
著
作
』
五
l

頁
）＊

門
に
は
「
西
頼

門
」
の
文
字
が
見

え
る
。
門
の
左
右

に
は
柵
（
柵
欄
）

が
見
え
る
。
『
点

石
斎
画
報
』
の
図

は

イ
メ
ー
ジ
図
な

撃攣
　　　　i　n＝’一・k　　、

惣欝＼
，，ぎ

｛　交萢．：c

　夢．

　
・
i
’

∵
｝“

ニ
　
　
ニ

　　
　
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

二
サ

ぎ．

ン

／”

］

｝’　’”’

土
　

㌧
三
．
、
ぺ
擁

　
．
．
，
．
川
ぷ
漬
．
印
が
ー
」

西
文
場

（手
前
に
大
き
く
広
が
る
）
。

く
と
至
公
堂
が
あ
る
。

が

ら
、
実
際
の
様

子

を
反
映
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か

る
。

　
　
　
　
”
　
1
・
’
・
2

　
　
　
　
ぶ
　
2
”
「
江
南
貢
院
」

凝
、
縁
（
商
墾
『
清
代

　
二
．
°
○
轟
　
科
挙
考
試
述
録
及

　
　
　
’
．
三
　
有
関
著
作
』
五
二

　
ジ
ペ
ニ
る
ド
ば
い
　
げ

黙
］
∴
竃
騨
雛

　
、
二
ぶ
蔑
．
、
ず
か
に
見
え
る
）

ぞ
．
。
き
蓬
が
東
文
場
票

　
　
　

明
遠
楼
の
北
（
左
）
に
行
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3
，
「
号
舎
の
様
子
」
（
商
術
塗

作
』
五
五
頁
）

　
　
　
｝
r
’
－
．
－
．
－
H
．
．
．
…
、
　
1
，
．
び
ー
，
…

　
　
ぐ
　
　
　
　
ロ
　
ロ
　
　
　
　
き
セ
ト
　
　
び
パ
　
　
さ
　
ヒ
く
ミ
く
ら

司
8
、
…
竃
ヨ
嚢
週

　
　
〆
　
　
　
亙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　『

麩

　
　
　
　
　
ノ
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
プ
1
i
ー
ー
…
L
ミ
↑
ー
」
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
1
　
・
》

　
　
　
　
1
！
‥
1
‘
1
ー
ー
ご
方
　
－
…
－
　
　
・
・
．
・
シ

　
÷
，
．
…
r
I
，
’
e
w
，
こ
芦
・
ー
l
i
ー
ー
・
ー
7

　
　
　
　
t
w
l
l
n
v
．
v
m
a
．
p
t
u
t
，
L
m
－
n
’
＃
長
n
k
・
c
r
a
r
t
e
s
－
r
l
a
i

u’”

『清
代
科
挙
考
試
述
録
及
有
関
著

滋言一．

継1－”一二’i

参　　恒
1．＿⊥ミ
1　　　　　　　　　　　　　二

　　正琵自

＊
尺
は
営
造
尺
（
3
2
㎝
）
。

幅
が
ー
m
、
奥
行
き
が
ー

m
30

㎝
ほ
ど
で
、
前
面
は

壁
が
な
い
。
横
に
渡
す
板

を
差
し
替
え
て
、
昼
間
は

机

に
し
（
透
視
図
の
左
）
、

夜

は
寝
床
に
し
て
い
た

（透
視
図
の
右
）
　
c
・

4
，
r
広
東
貢
院
全
図
」
（
商
行
塗
『
清
代
科
挙
考
試
述
録
及
有
関

著
作
』
六
二
頁
）

＊
他
の
貢
院
も
お
お
む
ね
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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⑤

「鼎
甲
游
街
」
（
状
元
様
の
お
通
り
）
（
庚
集
、
大
可
堂
版
＝
二
六
八
、

一
八
八
六
・
六
・
二
七
（
光
緒
十
二
年
丙
戌
科
）
）

＊
殿
試
の
合
格
発
表
後
、
皇
帝
に
お
目
見
え
し
た
後
、
市
中
を
練

　
　
　

り
歩
い
た
様
子
．
．
な
お
、
朝
廷
に
よ
る
合
格
者
の
祝
賀
会
の
様
子

は
、
「
宴
会
盛
儀
」
（
大
可
堂
版
三
－
1
九
H
I
）
、
　
F
鹿
鳴
宴
」
　
（
大

可
堂
版

八

－
二
四
五
）
に
見
え
る
。

【原
文
】
四
月
二
十
五
日
午
前
、
三
鼎
甲
鷹
櫨
唱
、
由
大
内
並
轡

出
。
描
花
披
紅
、
導
以
游
傘
、
鼓
樂
逗
遷
、
赴
吏
部
文
選
司
求
賢

科
、
登
魁
星
閣
、
拍
香
行
禮
畢
、
乗
馬
至
前
門
關
帝
廟
、
枯
香
行

禮
、
旋
由
榜
探
送
状
元
至
其
本
省
會
館
。
此
次
状
頭
係
貴
州
人
、

貴
州
倉
館
在
櫻
桃
街
、
同
郷
官
設
莚
演
劇
以
侯
其
蹄
。
春
風
得
意

馬
蹄
疾
、
一
日
看
偏
長
安
花
。
自
昔
美
談
、
於
今
勿
替
。

　
　
閑
題
「
有
命
焉
」

【大
意
】
四
月
二
十
五
日
午
前
、
三
人
の
ト
ッ
プ
合
格
者
が
皇
帝

と
の
謁
見
を
終
え
、
宮
中
か
ら
い
っ
し
ょ
に
退
出
し
た
。
美
し
く

着
飾
り
、
天
蓋
に
導
か
れ
て
、
音
楽
を
奏
で
な
が
ら
、
連
綿
と
し

た

行
列
で
、
吏
部
の
文
選
司
求
賢
科
（
文
選
司
は
官
僚
の
人
事
異

動

を
管
轄
す
る
）
に
至
り
、
魁
星
閣
（
文
運
を
司
る
神
）
に
詣

で
、
お
参
り
し
た
後
、
馬
に
乗
っ
て
前
門
の
関
帝
廟
（
武
神
）
に

お
参
り
し
、
そ
の
後
、
第
二
位
第
三
位
の
榜
眼
、
探
花
か
ら
、
第

一
位
の

状
元
の

順
番

で
、
出
身
省
の
会
館
を
訪
れ
た
。
今
回
の

ト
ッ
プ
合
格
者
は
貴
州
の
人
（
趙
以
姻
）
で
あ
り
、
貴
州
の
会
館
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は

桜
桃
街
に
あ
っ
た
。
同
会
館
の
同
郷
の
役
人
は
宴
席
を
設
け
、

演
劇

を
用
意
し
て
、
そ
の
帰
り
を
待
っ
た
。
（
孟
郊
の
詩
に
）
春

風

に
意
を
得
て
（
合
格
し
て
）
馬
は
速
く
、
一
日
で
長
安
の
花
を

全
部

見
終
え
た
（
挨
拶
巡
り
を
終
え
た
）
、
と
い
う
。
そ
の
美
風

は

今
も
健
在
で
あ
る
。
　
　
（
「
こ
れ
も
運
命
の
定
め
か
」

【注
】
○
櫨
唱
　
殿
試
後
の
皇
帝
と
の
謁
見
。
○
有
命
焉
　
『
孟

子
』
尽
心
下
篇
「
孟
子
日
、
口
之
於
味
也
、
目
之
於
色
也
、
耳
之

於
聲
也
、
鼻
之
於
臭
也
、
四
肢
之
於
安
侠
也
、
性
也
。
有
命
焉
、

君
子
不
謂
性
也
。
」
○
貴
州
人
　
趙
以
畑
（
一
八
五
七
～
一
九
〇

七
）
の
こ
と
（
『
明
清
歴
科
進
士
題
名
録
』
二
八
四
四
頁
）
。
歴
史

上

初
の
貴
州
出
身
の
状
元
で
あ
り
、
今
も
貴
陽
に
は
彼
の
旧
居
が

保
存
さ
れ
て
い
る
。
後
の
二
人
は
、
郡
福
保
（
一
八
五
二
～
一
九

一
五
）
、
鴻
照
（
一
八
四
二
～
一
九
二
七
）
で
と
も
に
江
蘇
出
身
。

o
春
風
…
　
孟
郊
「
登
科
後
」
詩
「
昔
日
齪
齪
不
足
誇
、
今
朝
放

蕩
思
無
涯
。
春
風
得
意
馬
蹄
疾
、
一
日
看
蓋
長
安
花
。
」
二
試
験

の

結
果
発
表
の
あ
っ
た
時
の
風
で
あ
る
）
春
風
に
自
分
の
目
的
を

達

し
て
満
足
し
て
、
乗
馬
の
足
取
り
も
軽
く
、
（
新
た
に
進
士
と

な
っ
た
者
の
恒
例
と
し
て
）
　
1
日
か
け
て
長
安
の
庭
園
の
花
を
見

ま
わ
り
尽
く
し
た
。
）
　
O
前
門
関
帝
廟
　
劉
伺
・
干
突
正
『
帝
京

景
物
略
』
巻
之
三
「
城
南
内
外
」
に
記
載
が
あ
る
（
明
の
成
祖
永

楽
帝
が
蒙
古
王
ベ
ン
ヤ
シ
リ
を
征
伐
し
た
時
、
関
公
が
霊
威
を
あ

ら
わ
し
、
砂
塵
煙
霧
の
中
で
、
常
に
軍
隊
を
誘
導
し
た
と
い
う
逸

話
が
見

え
る
．
）
。
内
田
道
夫
『
北
京
風
俗
図
譜
』
2
五
1
7
「
神

前
の
器
具
（
敬
神
器
物
）
」
に
も
紹
介
が
あ
る
。
こ
の
前
門
関
帝

廟
は
、
文
化
大
革
命
の
時
、
破
壊
さ
れ
た
よ
う
だ
。

＊
「
成
祖
北
征
本
雅
失
理
、
経
閲
藻
海
、
至
斡
難
河
、
撃
敗
阿
魯
台
、
勒
名
檎
虜
山
e

軍
前
毎

見
沙
濠
霧
霧
中
有
神
、
前
我
軍
駆
、
其
巾
抱
刀
伎
、
貌
色
髭
影
、
果
然
關
公

也
、
掲
所
跨
馬
白
．
。
凱
還
、
燕
市
先
傳
、
車
駕
北
登
口
、
一
居
民
所
畜
白
馬
、
目
辰
出
、

立
庭

中
、
不
動
不
食
、
哺
則
喘
汗
、
定
乃
食
、
回
躍
則
止
．
、
事
聞
、
乃
勅
崇
祀
。
」

⑥

「占
驚
迎
兆
」
（
合
格
を
期
し
て
）
　
（
御
集
、
大
可
堂
版
一
1
1
－
二
九
、

一
八
九
五
・
1
1
・
　
1
　
0
）

＊
合
格
す
る
前
に
合
格
祝
い
の
行
列
を
し
て
い
る
様
子
。
個
人
に

よ
る
合
格
祝
い
の
行
列
は
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
c＊

看
板
に
は
「
状
元
及
第
」
「
掲
占
驚
頭
」
の
文
字
が
見
え
る
。

【原
文
】
俗
稻
状
元
掲
占
餐
頭
、
此
典
闘
然
久
ム
矢
o
然
世
之
喜
吉

祥
者
、
毎
於
燈
彩
中
見
之
．
、
正
不
掲
王
珪
詩
云
、
「
讐
鳳
雲
中
扶
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輩

下
、
六
董
海
上
駕
山
來
」
也
。
江
右
某
君
、
甲
午
科
新
孝
廉

也
。
積
學
能
文
、
高
視
闊
歩
、
有
不
可
一
世
之
概
。
自
計
今
春
將

磨
禮
部
試
、
擬
迎
吉
兆
、
以
奪
先
聲
、
遂
出
家
資
’
雇
覚
巧
匠
、

紮
成
朕
元
遊
街
故
事
、
佐
以
竃
山
、
間
以
雑
色
燈
彩
、
使
人
早
遊

各
庭
。
燭
光
照
耀
、
桑
若
明
星
．
、
六
街
三
市
之
間
、
観
者
蟻
集
、

以

為
未
至
上
元
、
得
観
燈
景
、
群
誇
眼
福
不
置
。
人
有
識
其
意
者

則

日
、
「
此
孝
廉
求
名
之
念
也
。
」
若
果
朱
衣
暗
貼
、
人
將
群
起
而

迎

之
、
其
如
愚
不
可
及
何
。
習
俗
移
人
、
賢
者
不
免
。
吾
於
孝
廉

亦

云
。
　
　
閑
章
「
功
名
」
「
心
熱
」

【大
意
】
民
間
で
状
元
（
ト
ッ
プ
合
格
者
）
の
こ
と
を
「
餐
頭
を

独

占
す
る
」
と
言
う
。
こ
の
典
礼
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
久
し
い

（解
説
参
照
）
．
．
だ
が
、
世
の
中
で
祝
い
事
を
好
む
者
は
、
毎
回
、

提
灯
祭
り
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
．
、
ま
さ
に
、
王
珪
の
詩
に

rつ
が
い

の

鳳
が
雲
の

中
か
ら
輿
を
か
つ
い
で
下
り
、
六
匹
の
龍

が
海
の

上

を
山
を
載
せ
て
く
る
」
と
言
う
も
の
で
あ
る
（
上
元
の

提
灯
の

様
子
を
詠
っ
た
詩
）
。
江
右
の
某
氏
は
、
甲
午
科
二
八

九

四

年
）
の
新
た
な
合
格
者
（
孝
廉
）
で
あ
る
。
よ
く
学
を
積

み
、
上
か
ら
目
線
で
人
を
見
、
周
り
を
馬
鹿
に
し
て
い
た
．
。
今

春
、
礼
部
の
試
験
を
受
け
よ
う
と
思
い
、
あ
ら
か
じ
め
吉
兆
を
迎

え
ん
と
し
、
金
を
使
っ
て
、
職
人
を
探
し
、
r
状
元
が
町
を
練
り

歩
く
」
故
事
の
様
子
を
な
し
、
竈
の
山
も
添
え
て
、
色
と
り
ど
り

の

提
灯
も
交
え
、
人
に
担
が
せ
て
、
各
地
を
歩
か
せ
た
。
提
灯
は
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光

り
輝
き
、
町
中
の
人
が
、
見
物
に
集
ま
り
、
「
上
元
（
正
月
十

五

日
の
節
句
1
1
元
宵
）
に
な
っ
て
い
な
い
の
に
提
灯
を
見
ら
れ
る

と
は
」
と
称
え
合
っ
た
。
〔
た
だ
〕
孝
廉
が
な
ぜ
行
っ
た
か
を

知
っ
て
い
る
人
は
、
「
孝
廉
の
功
名
心
が
強
い
の
だ
」
と
言
っ
た
。

も
し
、
合
格
が
予
知
さ
れ
て
、
人
々
が
大
挙
し
て
迎
え
て
い
る
と

す
れ

ば
、
そ
の
愚
は
救
い
よ
う
が
な
い
（
愚
以
外
の
な
に
も
の
で

も
な
い
）
。
習
俗
の
影
響
を
受
け
る
の
は
賢
者
も
免
れ
が
た
い
と

は

こ
の
孝
廉
の
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う
。

　
　
（
F
功
名
心
が
強
す
ぎ
る
」
）

【
注
】
○
燈
彩
　
模
様
を
描
き
飾
り
付
け
た
提
灯
。
○
王
珪
詩

r依
韻
恭
和
聖
製
上
元
観
燈
」
「
雪
錆
華
月
浦
仙
墓
、
萬
燭
當
棲
寳

扇
開
。
讐
鳳
雲
中
扶
葦
下
、
六
餐
海
上
駕
山
來
。
鏑
宮
春
酒
雷
周

宴
、
扮
水
秋
風
随
漢
才
。
一
曲
昇
平
人
蓋
樂
、
君
王
又
進
紫
霞

杯
。
」
（
『
御
選
宋
詩
』
巻
四
十
六
「
七
言
律
詩
二
」
（
『
四
庫
全
書
』

F
n
収
）
）
　
O
甲
午
　
一
八
九
四
年
。
○
不
可
一
世
　
驕
り
高
ぶ
る

こ
と
。
○
状
元
遊
街
故
事
　
柳
先
開
と
い
う
人
物
（
実
在
は
不

明
）
が
驕
っ
て
試
験
前
に
街
を
練
り
歩
い
た
故
事
を
言
う
か
。
〇

六
街
三
市
　
唐
代
の
長
安
が
左
右
に
六
街
あ
っ
た
の
に
基
づ
き
、

後
世
「
六
街
三
市
」
で
市
中
の
繁
華
街
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

o
朱
衣
暗
鮎
　
欧
陽
修
が
試
験
を
採
点
す
る
時
、
自
分
の
後
に
朱

色
の
服
を
着
た
人
が
う
な
ず
い
た
と
感
じ
た
こ
と
に
合
格
さ
せ
て

い

た
こ
と
（
明
・
陳
耀
文
撰
『
天
中
記
』
巻
三
十
八
「
主
考
」
所

引
『
侯
鯖
録
』
「
欧
陽
修
知
貢
畢
日
、
毎
遇
考
試
巻
、
坐
後
常
畳

一
朱
衣
人
時
復
鮎
頭
、
然
後
其
文
入
格
、
不
爾
則
無
復
與
考
。
・

始
疑
侍
吏
、
及
回
顧
之
、
一
無
所
見
。
因
語
其
事
於
同
列
、
爲
之

三

嘆
。
嘗
有
句
云
「
唯
願
朱
衣
一
鮎
頭
。
」
」
）
に
基
づ
き
、
後
、

科
挙
に

合
格
す
る
こ
と
を
「
朱
衣
点
頭
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ

た
。【解

説
】
唐
宋
時
代
、
宮
殿
前
の
階
段
に
は
神
亀
で
あ
る
驚
の
浮

き
彫
り
が
あ
っ
た
。
首
席
合
格
者
は
一
人
で
そ
の
前
に
立
つ
こ
と

が
で

き
た
こ
と
か
ら
、
後
、
首
席
で
合
格
す
る
こ
と
を
「
独
占
贅

頭
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
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光
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